
ナ

ポ

レ
オ

ン

戦

争

期

の

イ

ギ

リ

ス

戦

費

金

融

の

一

考

察

河

合

正

修

日
H

衣

1㌧
は

L

が

き

二
'
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
前
期
の
戦
費
金
融
分
析

H

(Ⅰ
)
戦
費
調
達
と
財
政
破
綻

(Ⅱ
)
戦
費
金
融
機
構
の
成
立

(∬
)
戦
費
金
融
機
構
の
確
立

三
､
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
後
期
の
戦
費
金
融
分
析

臼

(Ⅰ
)
l
八

.L
〇
年
代
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン

(Ⅱ
)
l
八

一
五
年
の
戦
後
恐
慌
と
戦
費
金
融
機
構
の
崩
壊

ま

と

め

(以
下
本
号
)

(以
下
次
号
)

(Ⅰ
)
は

し

が

き

1
八
世
紀
後
半
か
ら

1
九
世
紀
初
期
の
イ
ギ
リ
ス
資

本

主
義

社
会
は
'
い
わ
ゆ
る

｢
産
業
革
命
｣
期
に
あ
た
り
'
産
業
資
本
の
確
立
過
程
に
あ

っ
た
o

QL
八
世
紀
末
に
勃

発
し
た
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
は
'
ほ
ぼ
四
分
の
一
世
紀
に
わ
た
り
'
イ
ギ
リ
ス
経
済
全
般

に
重
要
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
｡
こ
の
戦
争
は
'
ス
ケ
ー
ル
と
破
壊
力
か
ら
い
っ
て
も
'

1
九
世
紀
最
大
の
戦
争
で
'
近
代
社
会
の
様
相
を

一
変
せ
し
め
た
｡
こ
の
戦
争
を
算

一

次
世
界
大
戦
と
比
較
す
れ
ば
'
小
規
模
で
あ

っ
た
と
は
い
え
､
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
期
に

投
入
さ
れ
た
イ
ギ
リ
ス
敬
費
は
'
フ
イ
ス
ク
の
推
計
し
た
当
時
の
国
民
所
得
に
比
し
て

1

か
な
り
比
重
を
占
め
'
戦
時
の
国
家
財
政
に
と

っ
て
死
重
の
負
担
と
な

っ
た
｡

碍
-
表
は
t

l
六
八
八
年
か
ら

一
八

.L
七
年
の
間
の
各
時
期
の
戦
費
と
国
民
所
得
と

を
対
比
し
た
も
の
で
あ
る
｡
こ
の
表
か
ら
､
我
々
は
'
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
期
の
イ
ギ
リ
ス

の
戦
費
支
出
が

一
七
-

一
九
世
紀
全
体
を
通
じ
て
最
高
で
あ

っ
た
こ
と
を
確
認
で
き

る
｡
そ
れ
は
国
民
所
得
の
二
八
%
を
占
め
た
｡
故
に
イ
ギ
リ
ス
資
本
主
義
は
'
重
商
主

義
政
策
体
系
の
上
に
構
築
さ
れ
た

Paper

M
oney
M
ercantitism

の
時
代
か
ら

B

ank
Restrio
n
P
e
ri
od
の
戦
時
経
済
の
時
代
へ
と
移
行
し
た
｡
こ
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦



第 1表-イギリスの国家経費と戦費の動向-(1688-1817)
(百万ポンド)

各 定 期 卜各 事 可琶廟l胃廟 l&'蒜 朽

1688-i697恒 リアム3世戦役 ･-5.1 1 43 1 33 】 11.9

1698-17011-_平 時 F-3.8 1 43 l(禁 7213)l 8.8

1702-17可 ア ン女王戦役 】 7.6 l_46 l( よ ) 16.5

i 5-1739!平 時 1 5.7 :l 60-聞 48)1 9.5

1740-1749l詣 姦ソオ-ス トリl 9.5 F- 64 ■(413.7)l14.8
1750-1755l平 時 I 6.6 E 64 J(L7;7663)J10.3

1756-1766卜七年戦役 ー 14.5175 182.6 L 19.3

176- 1778仁平 時 9.9_いool ′ f 9.9

1776-1785｢ アメリカ独立戦役l21.8-~い 25 E9_7.6 1 17.5

1786-1692i-平 時 l16.6 J160 l / 10.4

1793-1802F第一次対仏戦役 巨 5.4 1230 E(172315)い 9.7

1803-1817J第三次対仏戦役 180.5 E400 J(8占.ll )l20.1
(出典) (1)｢政府支出｣｢国民所得｣は ;Fisk.H.E;EnglishPublic

FinancefromtheRevolutionof1688,1920.P134,
P138より作成｡

(2)｢戦争費用｣はDOWELL.SEPHEN;HistoryofTaxa
tionandTaxesinEngland,VolumeTwo;P534よ
り作成｡

で
､

1
八
〇
八
年
末
か
ら
の
急
激
な
イ
ン
フ
レ
-
ジ
ョ
ン
が
年
毎
に
波
頭
を
高
く
し
､

イ
ギ
リ
ス
国
民
を
悲
惨
な
状
況
に
突
落
と
し
た
｡
1
八

1
0
年
二
月
に
は
､
一
八
〇
九
年

末
か
ら
の
急
速
な
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
究
明
す
る
た
め
に
'
議
会
に
ホ
-
ナ
I
を
委

rJ

員
長
と
す
る
地
金
委
員
会
が
任
命
さ
れ
た
｡

私
は
'
本
稿
で
'
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
期
の
イ
ギ
リ
ス
経
済
を
財
政
'
金
融
の
接
点
の

問
題
に
焦
点
を
し
ぼ

っ
て
'
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
の
外
部
的
衝
撃
に
よ
っ
て
'
イ
ギ
リ
ス

の
国
家
財
政
と
金
融
機
構
が
ど
の
よ
う
な
変
化
を
と
げ
た
か
を
'
戦
費
金
融
の
考
察
を

4

つ
う
じ
て
解
明
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
｡
こ
の
分
析
で
'
戦
費
金
融
の
問
題
を
取
り

上
げ
た
の
は
'
地
金
報
告
が
こ
の
点
を
軽
視
し
て
い
る
か
ら
で
あ
り
'
ま
た
戦
費
金
融

機
構
が
当
時
の
イ
ソ
フ

レ
ー
レ
ヨ
ソ
と
か
な

り
関

連

を
も

っ
た
と
考
え
る
か
ら
で
あ

り
'
そ
の
歴
史
的
意
義
は
'
現
代
の
国
際
通
貨
の
問
題
に
も
照
明
を
与
え
て
い
る
と
思

わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
｡
し
た
が

っ
て
'
こ
の
時
期
の
歴
史
的
実
証
的
研
究
な
い
し
理
論

的
研
究
は
'
現
代
の
管
理
通
貨
体
制
の
･問
題
に
鍵
を
提
供
す
る
と
い
え
よ
う
｡

10

争
の
時
代
は
'
世
界
史
上
に
お
い
て
､
疾
風
怒
涛
の
時
期
で
政
治
へ
経
済
上
の
変
革
を

惹
起
さ
せ
た
が
'
イ
ギ
リ
ス
経
済
の
外
部
的
衝
撃
は
t
H
大
陸
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
と
の

交
戟
状
態

⇔
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
大
陸
封
鎖
に
も
と
づ
-
経
済
上
'
財
政
上
の
綿
め
っ
け

田
外
部
衝
撃
に
よ
る
新
た
な
世
界
市
場
へ
の
対
応

銅
外
部
衝
撃
に
よ
る
イ
ギ
リ
ス
国

内
経
済
へ
の
作
用
と
そ
れ
に
よ
る
再
編
成
等
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
｡

と
り
わ
け
'
財
政
'
金
融
上
に
及
ぼ
し
た
影
響
は
絶
大
で
約
四
分
の
一
世
紀
の
間
'

Ⅴ〃=

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
を
正
貨
見
換
の
停
止
状
態
に
追
い
込
み
'
長
期
に
わ
た
っ
て
イ
ギ

リ
ス
の
国
家
財
政
を
破
滅
的
状
況
に
さ
ら
し
た
｡
同

時

に
'

見
換
停
止
の
下
に
お
い

注

目
武
田
隆
夫

『財
政
学
』
第
二
章

｢自
由
主
義
的
財
政
｣
参
照

は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
は
二
月
二
六
日
の
枢
密
院
令
に
よ
り
'
翌
日
か
ら
支
払
を
制
限
し

た
｡
五
月
三
日
に
'
制
限
令
は
'
汐
ヨ
ー
玄
二
世
第
三
七
法
律
第
四
五
号
に
よ
っ
て
追
認
さ

れ
た
｡
こ
の
法
律
は
イ
ソ
グ
ヲ
ソ
ド
銀
行
券
を
法
貨
た
ら
し
め
た
の
で
は
な
か
っ
た
｡
銀
行

制
限
条
例
の
有
効
期
間
は
'
同
年
六
月
二
四
日
ま
で
と
さ
れ
て
い
た
の
が
'
戦
争
の
長
期
化

と
そ
の
他
の
事
情
に
よ
り
'
一
八
二
一
年
五
月
一
日
ま
で
延
長
さ
れ
た
｡

糊
地
金
委
員
会
は
'
実
際
的
に
は
一
八
1
0
年
二
月
l
九
日
に
下
院
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
た
｡

こ
の
委
員
会
の
目
的
は
｢金
地
金
の
高
い
価
格
の
原
因
を
究
明
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
O
｢地

金
委
員
会
報
告
書
｣
は
'
六
月
八
日
に
正
式
に
下
院
に
提
出
さ
れ
た
｡
し
か
し
'
そ
れ
は
八

月
ま
で
は
印
刷
さ
れ
な
か
っ
た
｡
報
告
は
1
八
一
〇
年
八
月
1
三
日
の
す
べ
て
の
新
聞
に
抜

粋
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
｡



『
デ
ィ
グ
ィ
ド

･
-
カ
ー
ド
全
集
』
第
三
巻

｢
前
期
論
文
集
｣
p
･
ス
ラ
ッ
プ
ァ
編
末
永
茂

喜
監
訳
'
地
金
論
争
関
係
諸
論
文
に
か
ん
す
る
解
題

P
8

川
戦
費
金
融
の
定
義
に
つ
い
て
は
'
こ
こ
で
は
'
と
り
あ
え
ず
戦
費
調
達
の
た
め
政
府
が
借

入
れ
る
金
融
部
分

(短
期
金
融
'
長
期
金
融
-
短
期
手
形
短
期
公
債
'
長
期
公
債
に
よ
る
借

入
れ
中
央
銀
行
に
よ
る
政
府
前
貸
=
対
外
戦

争等
の
対
外
送
金
'
国
内
の
陸
海
軍
の
維
持
費

軍
需
先

へ
の
支
払
代
金
を
含
む
)
と
し
て
お
く
｡
釆
北
大
学

『
経
済
学
』
第
30
巻
m
l
号
'

加
藤
栄

1
｢
戦
費
金
融
遺
し
た
も
の
｣
を
参
照

糾
歴
史
的
'
実
証
的
研
究
で
は
､
-
ク
ッ
ク

『物
価
史
』
全
3
巻
の
優
れ
た
歴
史
的
遺
産
が

あ
る
O
最
近
で
は
t
E
.
V
.
V
ic
to
r
M
o
rg
a
n

〃T
h
e

T
heo
ry

a
n
d

P
ra
ctice
o
f

C
en
tra
t

B
a
n
.king

179
7-
)9
)3

少
し
古
い
と

ころ
で
t
M

.
1.
S
i

l訂
rin
g
.,

F
in
an
cia
t
a
n
d
M
B
eta
ry

Poticy
o
f
G
re
at
B
rita
in

D
u
rin
g
T
h
e
N
a
p
T

eonic
W
a
rs
.
P
2
tA1
P
2
3
3
Q
u
a
rte
r
ty
la
n
u
rn
a
t
o
f
E
con
o
mi
cs
.

Fe
br
uary

and
M
ay
19
2
4

A

.A
n
d
re
a
de
J
s

;

H
isto
r
y
o
f
T
h
e
Ban
k
o
f
E
n
g
tan
d
169
4-
)903

理
論
的
研
究
で
は
'
数
限

り
が
な
く

枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
が
､
代
表
的
な
も
の
に
t

E
.

C
a
n
n
a
n
;
T
h
e
P
a
p
e
r
P
o
u
n
d
o
f
t7
9
7-
)8
2
1

Fetterこ
k

veto
pm
ent
of
British
M
o
netary
O
rth
od
ox
y
178
.､T
･)8
7
5

D
a
vid
.R
icardo
.T
h
e
IIi
gh
P
rice
of
B
u
ttion
A
Pr
w
f
of
th
e
D
ep
r
eciation

of
Bank
Notes
.

Londo
n
18tO

H

en
ry
,T
h
o
m
ton
.
A
n

E
n
q
u
ir
y

in
to
t
h
e

N

atu
re

a
n
d

E
ffe
cts
of
th
e

P
a
p
e
r
C
red
it
o
f
G
rea
t
B
rita
in
.
18
0
2

渡

辺
佐

平
｢
ボ
イ
ド
ピ

ッ-閣
下
へ
の
書
簡

｣

(
『
バ
ン
キ
ン
グ
』
第

二

九
号
)

出
中
生
夫

『
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
古
典
理
論
』
未
来
社
刊

西
村
閑
也

｢
l
八
一
〇
年
代
の
イ
ン
フ
レ
I
ジ
ョ
ン
｣

『
金
融
経
済
』
第
三
三
号

ニ
'
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
初
期
の
イ
ギ
リ
ス
戦
費
金
融

(且

戦
費
調
達
と
財
政
破
綻

一
七
九
三
年

の
対
フ
ラ

ン
ス
戦
争
の
勃
発
は
'
ピ

ッ
ト
の
予
想
に
反
し
て
'
そ
の
後

四
分

の

一
世
紀

の
間
'

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
を
席
捲
す
る
未
曹
有
な
も

の
と
な

っ
た
｡
こ

の
戦
争
は
'
漸
次
'
イ
ギ
リ
ス
財
政
に
影
響
を
及
ぼ
し
は
じ
め
る
｡

l
七
九
三
年
以
前

の
イ
ギ
リ
ス
財
政
は
'
ピ

ッ
I
の

一
連

の
財
政
改
革
で
近
代
的
財

政
制
度

の
礎
石
を
す
え
た
｡
す
な
わ
ち
､
ア
メ
リ
カ
の
独
立
戦
争
に
よ
る
国
債

の
増
加

は
'

一
七
八
六
年
ピ

ッ
-
が
減
債
基
金
制
度
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
国
債
残
高
を

減
少
さ
せ
た
｡
他
方
t

l
七
八
四
年
以
後
'
こ
れ
ま
で
の
複
雑
'
多
様
な
税
制
を
簡
素

化
す
る
た
め
に
'
大
胆
な
徴
税
機
構

の
統
合
が
'
実
施
さ
れ
た
｡
そ
れ
は
従
来

の
家
屋

税
'
乗
用
馬
税
､
窓
税
'
奉
祝
'
下
僕
税
'
競
争
馬
税
を
包
括
す
る
ア
セ
ス
ド

･
タ

ッ

ク
ス

(A
ssesse
d
T
a
x
s)
を

直
接
税
管
理
委
員
会

の
も
と
に
統
合
す
る
こ
と
で
あ

っ

た
｡

こ
の
措
置
と
平
行
し
て
'

一
七
八
七
年
に
'
ピ

ッ
-
は
整
理
公
債
基
金
を
設
け
た
｡

こ
の
基
金
は
'
地
租
へ
麦
芽
税
'
ア
セ
ス
ド

･
タ

ッ
ク
を
除

い
た
多
数

の
関
税
と
消
費

税
を
統
合
し
た
も
の
で
'
そ
の
目
的
は
'
こ
･の
基
金

の
剰
余
金
で
減
債
基
金
を
ま
か
な

う

こ
と
で
あ

っ
た
｡
ピ

ッ
-
は
'
こ
の
よ
う
に
き
わ
め
て
合
理
的
な
財
政
制
度

の
整
備

を
着

々
と
実
施
し
て
き
た
｡
こ
れ
に
よ

っ
て
'
均
衡
財
政
が
維
持
さ
れ
た
の
で
あ
る
｡

し
か
し
'

一
七
九
三
年
度
以
後
'
戦
争

の
影
響
と
と
も
に
'
年

々
'
戦
費
支
出
は
か

さ
ん
で
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
銀
行
が
正
貨
見
換
を
停
止
し
た

1
七
九
七
年
に
は
'

一
七
九
三

年

の
約
二

･
五
倍
に
の
ぼ

っ
た
｡

こ
の
よ
う
な
戦
費
支
出

の
増
大
は
'
当
然
'
国
家
財

政
を
圧
迫
し
た
｡

一
七
九
三

-
1
七
九
七
年
の
歳
入
'
歳
出

の
動
向
は
'
第

2
表
'
第

3
表
に
示
さ
れ
る
通
り
で
あ
る
｡
こ
れ
に
よ
る
と
'
年
度
毎
に
歳
出
が
増
大
し
歳
入
に

対
し
て
歳
出
が
大
幡
な
超
過
と
な

っ
て
い
る
｡
こ
の
ギ

ャ
ッ
プ
は
'

一
七
九
七
年
度

に

は

一
七
九
三
年
の
約
三
倍

の
大
幅
な
も
の
と
な
り
'
こ
の
間
に
生
じ
た
赤
字
累
積
額
は

一
億
五

〇
六
七
万
ポ

ン
ド
に
の
ぼ

っ
た
｡
イ
ギ
リ
ス
財
政
は
'

一
七
九
三
年

の
対
フ
ラ

ン
ス
戦
争
を
契
機

に
赤
字
財
政

へ
の
転
換
を
は

っ
き
り
と
示
し
て
い
る
｡
ピ

ッ
ー
は
'

も
は
や
均
衡
財
政

々
発
を
放
棄
し
'
赤
字
財
政

々
策
を
採
用
す
る
に
至

っ
た
｡

ill



第2蓑 政府歳入の主要項目 (1790-1816) (単位100万ポンド)(3)地代収入アセスドタックス
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戦
時
の
非
常
時
体
制
の
も
と
で
は
'
ピ
ッ
ー
政
府
は
何
よ
り
も
軍
事
費

(陸

軍
費
'
海
軍
費
'
軍
需
費
)
を
増
額
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
が
'
こ
の
戦

費
調
達
に
は
t

T
般
の
歳
入
は
も
と
よ
り
'
公
債
発
行
に
よ
る
借
入
金
に
大
き

-
依
存
し
た
｡
ピ
ッ
I
は
'
魔
法
の
杖
を
ふ
る
っ
た
の
で
あ

っ
て
'
公
債
発
行

は

'

一
七
九
四
年
か
ら
急
速
に
増
勢
の
傾
向
を
示
し
た
｡
ピ
ッ
I
に
よ

っ
て
発

行
さ
れ
た
最
初
の
公
債
は
､
四
五

〇
万
ポ
ン
ド
で
三
分
の
利
子
付
で
'
七
二
ポ

ン
ド
の
額
面
で
発
行
さ
れ
'

1
0
0
ポ
ン
ド
に
付
き
へ
四
三
シ
リ
ン
グ
四
ペ
ン

ス
の
利
子
で
あ

っ
た
.

1
七
九
六
年

二

月
に
は
'
海
軍
手
形

(N
avat
bitts)
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国
庫
証
券

(E
x
ch
e
g
u
e
r
b
ilts)
の
浮
動
公
債
が
発
行
さ
れ
た
｡
公
債
所
持
者
は
そ
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ぞ
れ
三
分
'
四
分
'
五
分
の
利
子
付
公
債
の
中
か
ら
選
択
す
る
権
利
を
与
え
ら
れ
た
｡

第4表 1793-1797年の公債の動向 (単位10万ボンド)

(1)長 期 公 債 (2)短 期 ~公 債 (3)国 庫 寵 券 公債総発行高

発行高 償還高 発行高 償還高 証 券発行高 償還高 (1)+(2)+(3)の発行高

1793 3.9 1.6 8.5~ 7.1 8.5 7.1 20.9

1794 12.9 1.6 10.0 14.3 10.0 12.4 32.9

1795 18.8 2.1 13.7 10.7 13.7 9.2 46.2

1796 28.6 2.5 7.0 ll.8 7.0 7.6 42.6

1797 42.8 3.2 10.2 22.9 10.2 9.9 63.2

(出典)Michell.B.R,AbstractofBritishHistoricStatistics.P405
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発
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て
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府
預
金
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て
'
イ
ン
グ
ラ
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行
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ま

た
'
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府
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ド
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'
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受
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す
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送
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対
す
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払
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内
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ギ
リ
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隊
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維
持
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の
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払
に
あ
て
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内
戦
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使
途
さ
れ
た
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こ
の
点
に
関
し
て
は
'
後
に
-
わ
し
く
ふ
れ
た
い
｡

1
七
九
四
年
末
に
'
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
の
理
事
達
は
'
地
金
流
出
の
増
大
と
為
替
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三
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万
ポ
ン

ド
の
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銀
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対
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に
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金
し
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｡
こ
の
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ギ
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フ
ラ
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す
る
補
助
金
と
貸
付
金
が
'
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
イ
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い
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イ
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ド
銀
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準
備
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落
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さ
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一
〇
〇
万
ポ
ン
ド
を
減
債
基
金
に
く

く
り
入
れ
る
た
め
'
財
政
収
支
の
余
剰
を
つ
-
り
だ
す
と

い
う
こ
と
を
目
標
に
'
こ
の
調
達

が
四
半
期
分
毎
に
行
な
わ
れ
'
委
員
会
は
'
こ
の
資
金
で
市
場
で
平
価
以
下
の
公
債
を
買
入

れ
る
方
法
を
と
っ
た
｡

D
ow
tte.
S
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H
ist
ory
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t
i
o

n

a
n
d

t
a
x
e
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V
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P
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A

n
d
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de､S
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糾
1

･
S

･
ア

ジ
ュ
ー
ン

『
産
業
革

命
』
中

川

敬

一
郎
訳

P
l六
〇
参

照

川

一七
九三
-

1七
九
七
年
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
政
府
証
券
保
有
高
'
五
四
七
三
万
ポ
ソ

ド
t
l
七
九
三
-

一
七
九
七
年
の
公
債
総
発
行
高
'
二
億
五
八
〇
万
ポ
ン
ド
'
し
た
が
っ
て

イ
ソ
グ
ヲ
ソ
ド

銀
行
の
公
債
引
受
比
率
は
､
約
二
六
%
を
示
し
'
こ
の
時
期
の
比
重
の
高
さ

が
う
か
が
い
し
れ
る
｡

糊
銀
行
制
限
条
例
の
主
要
条
項
は
次
の
通
り
で
あ
る
｡

‖

枢
密
院
の
命
令
の
施
行
に
あ
た
り
行
な
わ
れ
た
何
事
に
つ
い
て
も
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行

並
に
そ
の
関
係
者
全
部
に
免
罰
条
項
を
許
与
す
｡

目

本
行
は
~'
い
か
な
る
債
務
者
に
対
し
て
も
'
正
貨
を
以
っ
て
し
て
は
い
か
な
る
支
払
を

な
す
こ
と
を
禁
ぜ
ら
れ
る
｡
す
な
わ
ち
'
陸
海
軍
に
対
す
る
支
払
い
'
或
い
ほ
'
枢
密
院

か
ら
の
命
令
を
施
行
す
る
に
つ
い
て
の
支
払
い
以
外
は
'
い
か
な
る
支
払
い
に
も
正
貨
を

使
用
す
る
こ
と
を
禁
ぜ
ら
る
｡

白

本
行
は
'
制
限
期
間
中
'
現
金
あ
る
い
は
銀
行
券
を
以
っ
て
六
〇
万
ポ
ン
ド
以
上
を
国

家
の
用
に
賃
上
げ
得
ず
｡

囲

何
人
も
'
同
行
に
五
百
万
ポ
ン
ド
を
下
ら
ざ
る
金
額
を
以
っ
て
預
金
す
る
に
お
い
て
は

比
叡
の
四
分
の
三
の
払
戻
し
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
｡

㈲

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
券
を
も
っ
て
す
る
債
務
の
支
払
い
は
'
若
し
も
提
供
さ
れ
て
正
貨

と
し
て
受
徹
せ
ら
れ
る
に
お
い
て
は
､
正
貨
払
い
と
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
｡

粥

銀
行
券
払
い
を
な
さ
ざ
る
を
誓
約
書
に
記
載
し
な
い
か
ぎ
り
'
い
か
な
る
債
務
者
も
特

別
供
託
金
の
責
な
し
｡

肘

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
券
は
'
租
税
収
入
に
は
あ
ら
ゆ
る
官
庁
に
ょ
っ
て
平
価
に
て
収
納

せ
ら
る
べ
し
'

関

本
条
例
は
'
来
る
六
月
二
四
日
ま
で
有
効
と
す
｡

A

.An
d
re､ad
e一S
;
H
istory
of
th
e
B
an
k
E
n
g
ta
n
d

t640-
19
0
3P
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Ⅱ

戦
費
金
融
機
構
の
成
立

.L
七
九
七
年
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
の
正
貨
見
換
停
止
以
前
の
イ
ギ
リ
ス
の
金
融
刺

皮
は
'
法
制
的
に
は
複
本
位
制
皮
で
あ

っ
た
｡
だ
が
'
金
銀
比
率
を
み
る
と
'
銀
は
過

少
評
価
さ
れ
'金
が
よ
り
優
位
に
評
価
さ
れ
る
こ
と
が

.I
般
化
さ
れ
て
い
た
の
で
'
実
質

的
に
は
金
本
位
制
で
あ

っ
た
｡

一
七

一
七
年
と

一
七
七
四
年
の
通
貨
改
革
で
'
銀
は
金

に
対
し
て
相
対
的
に
過
少
評
価
さ
れ
'
銀
貨
は
'

一
八
世
紀
を
通
じ
て
流
通
界
か
ら
滞Ct3

滅
し
て
ゆ
く
傾
向
に
あ

っ
た
｡
ま
た
銀
貨
の
鋳
造
額
も
か
な
り
低
い
水
準
に
あ

っ
た
｡

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
叙
行
券
の
金
見
換
'
金
の
自
由
鋳
造
､
自
由
溶
解
'
金
の
自
由
輸
出
入

は
'
保
障
さ
れ
'
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
発
生
す
る
余
地
は
な
か

っ
た
｡
し
か
し
'
見

換
停
止
以
降
の
銀
行
制
限
時
代
に
は
'
こ
の
機
能
が
喪
失
し
'
イ
ン
フ
レ
I
y
ヨ
ン
が

現
実
の
問
題
と
な

っ
た
｡
し
た
が

っ
て
'
正
貨
見
換
の
再
開

-
Paper
C
u
rr
encyの

見
換
性
の
匝
復
が
急
務
と
さ
れ
た
が
､
戦
時
経
済
体
制
の
も
と
で
は
'
不
換
制
度

が当

然
祝
さ
れ
'
議
会
は
'
容
易
に
こ
の
間
題
を
討
議
し
な
か

っ
た
｡
し
か
し
'

1
八

〇
九

年
以
降
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
切
迫
は
'
議
会
に
地
金
委
員
会
の
設
置
を
決
定
さ
せ

る
に
至

っ
た
｡
こ
こ
で
'
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
の
過
剰
発
行
の
政
策
が
見
換
停
止
以
前

と
対
比
さ
れ
る
形
で
'
当
時
の
地
方
銀
行
の
急
激
な
増
加
と
共
に
'
討
議
の
対
象
と
な

っ
た
｡

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
は
'

一
六
九
四
年
の
設
立
以
降
'
利
子
率
の
引
下
げ
に
よ

っ
て
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豊
富
な
資
金
を
産
業
資
本
に
供
給
し
'
近
代
的
発
券
業
務
を
営
む
中
央
発
券
銀
行
と
し

て
の
地
位
を
強
化
し
た
｡
し
か
し
'
他
方
で
､
設
立
当
初
か
ら
の

｢
政
府
と
し
て
の
銀

行
｣
の
性
格
か
ら
脱
却
で
き
ず
'
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
時
代
に
は
'
戦
時
財
政
と
関
連
し

て
'
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
は
'
ま
す
ま
す
戦
費
金
融
の
中
心
的
役
割
を
演
じ
'
政
府
へ

の
依
存
を
強
化
し
た
｡
す
な
わ
ち
'
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
は
'
見
換
停
止
以
前
に
五
ポ

ン
ド
以
下
の
銀
行
券
の
発
行
を
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
に
対
し
'

一
七
九
七
年
の

正
貨
見
換
停
止
に
よ
り

一
七
九
七
年
三
月
三
日
'
ジ
ョ
ー
ジ
三
世
第
三
七
年
法
律
第
二

八
号
に
よ
っ
て
'
五
ポ
ン
ド
以
下
の
一
ポ
ン
ド
､
二
ポ
ン
ド
券
の
発
行
を
許
可
さ
れ
'

そ
の
後
'
こ
れ
ら
小
額
な
不
換
銀
行
券
が
大
量
に
増
発
さ
れ
'
ロ
ン
ド
ン
地
域
は
勿
論

の
こ
と
'
地
方
に
ま
で
流
通
範
囲
を
広
め
'
戦
費
金
融
を
支
持
し
た
の
で
あ
る
｡

不
換
な
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
券
の
発
行
ル
ー
I
は
t
H
ロ
ン
ド
ン
個
人
銀
行
へ
地
方

銀
行
の
ロ
ン
ド
ン
代
理
店
の
現
金
ポ
汐
ジ
ョ
ン
と
し
て
保
有
さ
れ
る
か
な
い
し
は
'
こ

れ
ら
諸
銀
行
に
よ
っ
て
持
ち
こ
ま
れ
た
商
業
手
形
及
び
外
国
為
替
手
形
の
割
引
に
も
と

づ
-
貸
付
'
あ
る
い
は
'
こ
れ
ら
諸
銀
行
の
有
価
証
券
担
保
に
よ
る
貸
付
t
H
貿
易
商

人

(輸
出
入
業
者
＼

国
内
の
卸
売
業
者
'
仲
買
人
の
為
替
手
形
'
商
業
手
形
の
再
割

引
と
貸
付
'
臼
政
府
の
公
債
発
行
に
よ
る
放
慢
な
財
政
々
策
に
支
え
ら
れ
た
公
債
引
受

-
政
府
前
賃
の
ル
ー
ト
を
通
じ
て
の
大
規
模
な
発
券
の
増
加
に
よ
っ
た
｡
H
の
地
方
鶴

行
代
理
店
t
F
ソ
ド
ン
個
人
銀
行
に
対
す
る
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
銀
行

券

の
発
行
ル
1
-

は
二

七
九
三
年
に
'
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
が
ロ
ン
ド
ン
個
人
銀
行
と
撤
引
勘
定
を
開

∩一U

設
し
'

1
七
九
七
年
に
割
引
勘
定
を
許
容
さ
れ
る
に
及
ん
で
確
立
し
た
｡
目
の
発
行
ル

ー
ー
は
'
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
の
創
立
当
時
か
ら
の
商
業
信
用
'
銀
行
信
用
の
展
開
に

も
と
づ
-
適
格
手
形
の
割
引
'
日
の
政
府
前
賃
を
通
じ
て
行
な
わ
れ
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

銀
行
券
の
発
行
に
は
t

a
国
内
の
戦
費
費
用
と
し
て
充
当
さ
れ
る
も
の

(陸
軍
費
'
海

軍
費
'
軍
需
費
及
び
こ
れ
ら
の
維
持
費
)
b
対
外
送
金
と
し
て
当
用
さ
れ
る
も
の

(同

盟
国
へ
の
補
助
金
'
貸
付
金
及
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
軍
隊
の
維
持
費
)

が
あ
る
｡
同
盟
国
に
対
す
る
補
助
金
に
は
'
二
種
類
あ

っ
て
､
そ
れ
は
'
直
接
補
助
金

と
イ
ギ
リ
ス
よ
っ
て
保
証
さ
れ
た
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
公
債
(
(

m
Peria〓
oa
n
s)
と
か

一寸

ら
構
成
さ
れ
て
い
た
｡

当
時
の
対
外
送
金
の
機
構
に
つ
い
て
は
'

シ
ル
バ
ー
リ
ン
グ
が
次
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
｡
｢
イ
ギ
リ
ス
軍
隊
の
援
助
の
た
め
の
支
出
は
'
『経
常
費
』
と

『臨
時
費
』
に
分

け
ら
れ
'
前
者
は
と
く
に
議
会
に
よ
っ
て
議
決
さ
れ
た
支
出
で
あ
り
'
他
方
'
後
者
は

財
源
が
あ
ら
か
じ
め
準
備
さ
れ
た
の
で
な
く
'
必
要
と
み
な
さ
れ
て
増
額
さ
れ
た
臨
時

の
経
費
で
あ
る
｡
在
外
陸
軍
は
副
支
払
官
代
理
と
し
て
知
ら
れ
た
将
校
を
通
じ
て
経
常

費
を
得
た
｡
支
払
官
代
理
は
ロ
ン
ド
ン
に
お
け
る
陸
軍
の
二
人
の
支
払
総
監
宛
に
手
形

を
振
出
し
た
り
'
支
払
総
監
か
ら
正
貨
を
受
け
取

っ
た
｡
支
払
総
監
は
'
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
銀
行
の
政
府
勘
定
か
ら
手
形
を
支
払

っ
た
｡
第
二
の
対
外
臨
時
費
の
項
目
は
'
直
接

国
庫
を
引
当
て
に
兵
姑
総
監
'
兵
裁
官
代
理
と
代
理
補
助
と
よ
ば
れ
て
い
る
将
校
に
よ

っ
て
手
形
が
振
出
さ
れ
た
｡
こ
れ
ら
の
手
形
は
つ
ね
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
に
よ
っ
て

払
わ
れ
た
｡
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
の
国
庫
証
券
の
買
入
れ
に
よ
る
政
府
に
対
す
る
短
期

金
融
の
一
大
部
分
は
'
こ
れ
ら
の
外
国
か
ら
の
為
替
手
形
を
支
払
う
た
め
で
あ

っ
た
｡

対
外
援
助
金
と
対
外
貸
付
金
'
在
外
公
館
の
維
持
費
の
支
払
い
は
'
支
払
総
監
を
通

じ
て
'
ロ
ソ
F
･ゾ
宛
の
手
形
か
//
外
国
為
替
手
形
と
正
貨
の
ロ
ソ
ド
ン
か
ら
の
送
付
に

よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
｡
こ
れ
ら
の
資
金
は
'
あ
る
場
合
に
は
外
国
諸
国
の
兵
砧
官
通
じ

Lh(

て
支
払
わ
れ
た
｡

.以
上
は
戦
費
金
融
の
面
に
つ
い
て
ふ
れ
て
き
た
が
'
次
に
戦
費
金
融
の
財
源
調
達
に

関
し
て
考
察
す
れ
ば
'
ピ
ッ
-
の
政
府
は
'
こ
れ
ま
で
関
税
'
消
費
税
'
郵
便
税
と
ア

セ
ス
ド

･
タ
ッ
ク
ス
に
よ
る
税
収
と
公
債
借
入
金
に
頼

っ
て
き
た
が
'
公
債
借
入
は
将

来
の
財
政
硬
直
化
の
要
因
と
な
る
の
で
'

一
七
九
八
年
に
は
'
税
収
の
強
化
を
目
的
と
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し
て
新
た
に
戦
争
税

(W
ar
T
ax
es)

を
設
け
､

1
七
九
九
年
に
'
年
度
内
の
税
収

を
確
保
す
る
た
め
と
戦
費
調
達
の
主
要
な
手
段
と
し
て
'
新
た
な
方
法
を
採
用
し
た
｡

ピ
ッ
ー
の
所
得
税
制
度
の
採
用
が
そ
れ
で
あ
る
｡

イ
ギ
リ
ス
財
政
は

一
七
九
九
年
の
ピ
ッ
-
の
所
得
税
制
度
の
採
用
で
新
た
な
段
階
を

迎
え
た
｡
ピ
ッ
ト
の
所
層

仇
法
は
､

一
七
九
八
年
の
所
得
税
に
関
す
る
ピ
ッ
-
の
議
会

6

演
説
で
初
め
て
表
明
さ
れ
'
歴
史
上
､
最
初
の
源
泉
所
得
税
制
度
で
t

i
八
〇
二
年
度

を
除
き
t

l
八

丁
五
年
の
戦
争
終
結
ま
で
継
続
さ
れ
'

1
八

一
六
年
に
廃
止
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
｡

ピ
ッ
ー
の
所
得
税
制
は
'
白
由
主
義
時
代
の
ピ
ー
ル
の
所
得
税
制
度
に
継
承
さ
れ
'

近
代
所
得
税
制
度
を
体
系
的
に
基
礎
づ
け
た
も
の
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
｡
ピ
ッ
-
が
所

得
税
制
度
の
採
用
に
ふ
み
き

っ
た
背
景
と
し
て
t
H
財
政
収
支
の
圧
迫
t
O
赤
字
財
政

の
補
填
を

1
時
的
な
公
債
借
入
金
に
依
存
す
る
こ
と
の
困
難
性
'
臼
個
々
の
課
税
強
化

だ
け
で
は
t

T
定
の
限
界
が
あ
る
こ
と
'
囲
す
で
に
実
施
さ
れ
て
い
た
所
得
税
の
前
身

と
も
.i
.JJ,
べ
き
-
リ
プ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
が
'
租
税
徴
収
の
範
囲
を
階
級
毎
に
決
定
し

で
お
り
'
所
得
税
制
度
の
実
施
さ
れ
る
基
盤
を
形
成
し
て
い
た
こ
と
'
国
資
本
主
義
的

生
産
の
発
展
と
照
応
し
て

｢
素
材
的
富
の
増
大
と
と
も
に
'
貨
幣
資
本
家
階
級
が
増
大

7E

す
る
｣
傾
向
に
あ

っ
た
以
上
の
五
点
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
｡

ピ
ッ
ー
は
'
毎
年
度
の
課
税
所
得
を
評
価
し
て
い
る
が
'
第
六
表
は
｢

.L
七
九
九
年

の
課
税
評
価
額
で
あ
る
｡
こ
れ
に
よ
る
と
t
H
内
国
商
業
'
手
工
業
､
工
業
利
潤
-
餐

本
家
的
利
潤
に
よ
る
年
間
所
得
額
'
⇔
土
地
地
代
'
臼
外
国
貿
易
利
潤
'
鱒
公
債
利
子

的
借
地
農
利
潤
'
閃
家
屋
賃
貸
料
の
順
位
で
構
成
さ
れ
て
お
り
'
剰
余
価
値
の
分
配
形

態
で
あ
る
利
潤
'
利
子
'
地
代
に
対
す
る
課
税
収
益
が
全
体
の
七
割
を
占
め
て
い
る
｡

一
七
九
九
年
の
所
得
税
法
は
'
二
千
ポ
ン
ド
以
上
の
所
得
に
1
率
に
ポ
ン
ド
あ
た
り

l
lシ
リ

ン
グ
へ
す
な
わ
ち
へ

一
〇
%
の
税
を
課
す
る
も
の
で
あ
っ
た
｡
六
〇
-
二
〇
〇

1799年グレイト･ブリテンの国民所得
(単位百万ポ ンド)

地

収

1
収

賃

利

農

の

地

地

分

山

産

業

土

倍

十

鉱

家

職

スコットラン

海 外財 産所

公 債 年 金--･-･--- -･---･-.12

外国貿易資本の利潤･---･････････-･･･-･!;1貞

国内商業 (手工業 ･工業をふくむ)利潤=･28

計 - - - -･-=---‥ ･- 102

(Dowell,AHistoryofTaxation,Vol.∬.pp.224f)

ポ
ン
ド
の
所
得
に
は
'
軽
課
措

直
が
と
ら
れ
'
納
税
者
の
所
得

は
'
四
つ
の
源
泉
に
分
け
ら
れ

す
べ

て
申
告
す
る
義
務
が
あ
っ

た
｡

し
か
し
'
ピ
ッ
ト
の
所
得
税

制
が
実
質
的
効
果
を
発
揮
す
る

に

は

'

一
八
〇
六
年
以
降
の
ア

デ
イ
ン
グ
ト
ン
の
政
策
を
得
た

ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
｡

と
こ
ろ
で
'
ピ
ッ
ー
の
所
得

税
制
と
公
債
政
策
に
支
え
ら
れ
た
戦
費
金
融
機
構
は
'
国
家
財
政
の
規
模
拡
大
に
よ
り

実
質
的
に
機
能
し
は
じ
め
る
｡
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
に
対
応
し
て
'
イ
ギ
リ
ス
が
着
手
し

た

一
連
の
租
税
制
度
'
公
債
制
度
'
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
の
見
換
停
止
は
､
戦
時
経
済

体
制
の
中
軸
に
中
央
銀
行
と
国
家
財
政
の
.L
体
化
と
し
て
の
戦
費
金
融
機
構
を
ビ
ル
ト

イ
ン
さ
せ
'
イ
ギ
-
ス
経
済
全
体
に
作
用
を
及
ぼ
し
は
じ
め
る
｡
経
済
過
程
に
対
す
る

国
家
の
介
入
'
役
割
が
'
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
に
即
日
的
に
対
応
す
る
形
態
を
歴
史
的
'

必
然
的
に
取

っ
た
こ
と
を
こ
こ
に
知
ら
さ
れ
る
｡
今
日
の
国
家
独
占
資
本
主
義
社
会
が

か
な
り
意
識
的
に
経
済
過
程
に
介
入
す
る
の
に
対
し
'
完
成
さ
れ
た
資
本
の
本
源
的
蓄

積
過
程
の
国
家
は
'
盲
目
的
且
つ
受
身
的
に
経
済
過
程
に
対
白
す
る
｡

一
我
々
は
'
戦
費
金
融
機
構
が
正
貨
見
換
以
降
･T
メ･一
八
〇
二
年
に
至
る
経
済
過
程
に
ど

の
よ
う
な
作
用
を
及
ぼ
し
た
か
を
検
討
し
ょ
う

｡
ま
ず
'
戦
費
金
融
の
財
源
を
克
す
国

家
財
政
の
歳
入
の
推
移
に
つ
い
て
t､次
に
歳
出
に
つ
い
て
み
る
と
'
欝

J2
'
第
3
表
の

示
す
通
り
'
こ
の
間
の
歳
入
総
計
の
各
構
成
は
＼
H
関
税
'
三
へ
九
〇
1
万
ポ
ン
ド
'
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臼
消
費
税
と
印
紙
税
の
合
計
で
'
八
'
六
九
二
万
ポ
ン
ド
'
白
地
代
収
入
及
び
ア
セ
ス

ド
タ
ッ
ク
ス
'
三
'
四
四
四
万
ポ
ン
ド

(

%

)

t
的

所

得
税

及
び
財
産
税
の
合

計
七
､

二

六
l三

万
ポ
ン
ド
'
困

郵
便
税

と
諸
経
費
､

1
'
七
八
四
万
ポ
ン
ド
'

-

一
七
九
七
年
-

一
八
〇
二
年
の
歳
入
総
計
は
'

一
億
八
'
八
五
三
万
ポ
ン
ド
に
の
ぼ

っ
た
｡

こ
れ
た
対
し
て
'
こ
の
期
間
の
総
歳
出
の
内
訳
は
t
H
利
払
い
費
用
と
ナ
ポ
レ
オ
ン

戦
費
'

1
億
七
'
三
八
四
万
ポ
ン
ド
t
H
公
債
元
本
費
'

一
億
五
'
五
七
三
万
ポ
ン
ド

日
民
政
費
'
三
t.
〇
五
九
万
ポ
ン
ド
t
的
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
費
へ

l
億
七
へ
三
八
四
万
ポ

ン
ド
'
こ
の
間
の
歳
出
総
計
は
'
四
億
六
'
二
五
二
万
ボ
ン
･ド
で
あ

っ
た
｡
か
-
し
て

財
政
赤
字
の
累
積
額
は
､
二
億
七
'
三
九
九
万
ポ
ン
ド
に
逢
し
た
｡
こ
の
赤
字
補
填
は

当
然
公
債
発
行
に
よ
る
借
入
れ
に
依
存
し
た
｡

公
債
発
行
は
'

1
七
九
八
年
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
の
借
入
れ
の
拒
絶
で

1
時
的
に

減
少
し
た
も
の
の
'

一
八
〇
〇
年
以
後
'
再
び
増
勢
に
転
じ
た
｡
こ
の
間
'
短
期
公
債

の
発
行
が
減
少
し
た
の
に
対
し
､
長
期
公
債
の
発
行
が
急
増
し
た
｡
こ
れ
は
短
期
債
の

長
期
債
へ
の
借
換
へ
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
に
よ
る
O
す
な
わ
ち
'
グ
レ
ー
I
t
ブ
リ
テ

ン
で
発
行
さ
れ
た
長
期
公
債
は
'

一
七
九
七
年
'
三
億
七
'
五

一
五
万
九
五
四

一
ポ
ン

ド
'

一
七
九
八
年
'
四
億
六
'
八
二
万
九

一
五
二
ポ
ン
ド
'

一
七
九
九
年
'
四
億

一
'

三
五
四
万
三
〇
四
二
ポ
ン
ド
'

一
八
〇
〇
年
'
四
億
三
へ
五

一
四
万
五
四
六
五
ポ
ン
ド

1
八
〇
一
年
'
四
億
八
'
五

一
八
万
三
八
〇
〇
ポ
ン
ド
'

一
八
〇
二
年
'
五
億
八
､
九

二
万
四
五
五
七
ポ
ン
ド
'
こ
の
間
の
長
期
公
債
の
発
行
総
額
は
'
実
に
二
六
億
二
'
四

8

七
八
万
五
,
五
五
七
ポ
ン
ド
に
の
ぼ

っ
㌔

去
債
の
発
行
は
'
個
別
的
へ
分
散
的
な
遊
休
資
金
を
国
庫
へ
統

一
的
に
集
中
し
'
他

方
'
公
債
そ
の
も
の
が
ロ
ン
ド
ン
の
金
融
市
場
'
地
方
銀
行
の
第
三
の
流
動

準

備

資

産
と
し
て
保
有
さ
れ
る
｡
ま
た
'
吸
い
上
げ
ら
れ
た
遊
休
資
金
は
'
財
政
資
金
と
し
て

国
庫
な
い
し
政
府
預
金
と
し
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
に
預
金
さ
れ
る
｡

こ
の
期
に
公
債
発
行
が
増
大
し
た
根
拠
と
し
て
'
第

一
に
､
正
貨
見
換
の
停
止
に
よ

っ
て
政
府
の
イ
ソ
グ
ラ
シ
ド
銀
行
か
ら
の
借
入
れ
が
容
易
に
な

っ
た
こ
と
'
第
二
に
'

資
本
主
義
的
生
産
の
発
展
が
'
貨
幣
資
本
家
階
級
を
増
大
さ
せ
た
こ
と
'
第
三
に
'

1

八

〇
〇
年
以
後
へ
短
期
公
債
の
長
期
公
債
へ
の
借
換
え
操
作
が
な
さ
れ
た

こ

と
､
第
四

に
t
.L八
〇
二
年
に
ロ
ン
ド
ン

で
公
債
市
場
が
開
設
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
｡
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公
債
発
行
の
増
大
は
'
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
の
引
受
け
を
比
例
的
に
増
加
さ
せ
た
｡

い
い
か
え
れ
ば
'
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
の
政
府
証
券
保
有
高
が
増
加
し
て
'
発
券
の
拡

張
を
許
容
し
た
.
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
の
発
券
拡
大
の
推
移
は
'
第

一
図
に
よ
れ
ば
'

同
行
の
政
府
証
券
保
有
高
と
対
応
し
て
規
則
的
な
運
動
を
展
開
し
て
い
る
｡

一
七
九
八

年
二
月
に
'
同
行
の
政
府
証
券
保
有
高
は
'

二

二1
銀
行
券
流
通
高

一
三
･
1

7
七
九
九
年
二
月
'
同
じ
-

二

･
五

同
じ
-

二
二
･

〇
一
八
〇
〇
年
二
月
へ
同

じ
-
'

一
四

･

〇'
同
じ
-

1
六

･
八
'

1
八
〇
7
年
二
月
'
同
じ
く

一
六

･

〇'
同

じ
-
'

一
六

･
二

(単
位

一
n
O
万
ポ
ソ
ド
)
｡
か
-
て
'
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
券
の

流
通
水
路
へ
の
投
入
は
'
物
価
水
準
の
急
上
昇
を
招
い
た
｡
汐
ユ
グ
ォ
ン
ズ
の
物
価
指

数
に
よ
れ
ば
'
二

七
九
八
年
'

二

八
､

一
七
九
九
年
'

一
三
〇
'

一
八
〇
〇
年
'

一

四

二

一
八
〇
一
年
'

1
四
〇

(
一
七
八
二
年
を

一
〇
〇
と
す
る
)
で
対
仏
戦
争
の
勃

Ⅶ且H

発
か
ら

1
･
四
倍
の
物
価
騰
貴
で
あ

っ
た
75

地
金
の
造
幣
価
格
は
オ
ン
ス
あ
た
り
三
ポ
ン
ド

ー
七
シ
リ
ン
グ

1
0
ペ
ン
ス
半
で
あ

る
｡

1
七
九
九
年
以
前
へ
三
ポ
ン
ド

一
七

シ
リ
ン
グ
九
ペ
ン
ス
で
あ

っ
た
の
が
'

1
八

〇
〇
年
八
月
に
は
'
四
ポ
ン
ド
五

シリ
ン
グ
で
金
の
造
幣
価
格
と
市
場
価
格
と
の
背
離

が
み
ら
れ
た
の
で
あ
る
｡
ま
た
'
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
の
見
換
停
止
は
'
同
行
の
政
府

へ
の
前
賃
を
緩
和
さ
せ
､
そ
の
前
貸
高
も
'
第
5
表
の
如
-
増
加
し
て
い
る
｡
政
府
前

貸
高
の
増
加
は
'
既
述
の
対
外
送
金
の
操
作
に
よ
っ
て
'
対
外
に
送
金
さ
れ
た
の
で
あ

っ
て
'
対
外
送
金
額
は
'

1
七
九
九
1

一
八
〇
一
年
に
か
け
て
'

一
七
九
五
年
の
小
ピ

ー
ク
を
越
え
て
増
大
し
て
い
る
｡
だ
が
'
こ
の
対
外
送
金
額
の
増
大
は
′

プ
ロ
シ
ャ
等

へ
の
対
外
貸
付
金
'
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
の
イ
ギ
リ
ス
軍
隊
に
支
弁
さ
れ
た

額
を
上
回
っ

た
穀
物
の
大
量
輸
入
の
支
払
代
金
が
作
用
し
た
た
め
で
あ
る
｡
こ
の
影
響
は
'
当
然
'

ハ
ン
ブ
ル
グ
為
替
相
場
に
あ
ら
わ
れ
る
｡
ポ
ン
ド
為
替
は
'
当
時
の
為
替
平
価

1
ポ
ン

ド
あ
た
り
'
三
四
フ
レ
",
ツ
シ
ュ
シ
リ
ン
グ
三
グ
ロ
ー
rL
t
バ
ン
コ
で
あ
る
が

(以
下

は

F
･
炉
と
略
す
)

1
八
〇
〇
年
に
は
'
三
〇
F
'

1
八
〇
1
年
'
二
九
F
八
才
で
約

五
F
下
落
し
た
｡

1
八
〇
〇
1
〇
一
年
に
'
不
換
銀
行
券
の
流
通
高
増
大
'
物
価
の
騰

貴
､
ハ
ン
ブ
ル
グ
為
替
相
場
に
お
け
る
ポ
ン
ド
為
替
の
下
落
'
金
価
格
の
騰
貴
が
'
ほ

的

ぼ
同
時
に
現
象
し
た
｡
イ
ン
フ
レ
-
ジ
ョ
ン
は
'
不
換
銀
行
券
の
流
通
高
の
増
大
に
も

と
づ
い
て
社
会
的
必
要
金
量
を
上
回
る
と
き
'

一
般
化
す
る
.
こ
の
金
紙
の
背
離
を
基

礎
に
'
需
給
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
'

(凶
作
'
戦
争
等
)
が
'
さ
ら
に
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
目
立
つ
も
の
に
す
る
｡

カハ
n
r

ピ
ッ
-
の
放
慢
な
財
政
々
策
と
新
た
な
所
得
税
制
度
の
導
入
は

'

戦
費
金
融
機
構
を

形
成
L
t
先
述
よ
う
な
機
能
を
展
開
す
る
に
至
っ
た
｡
そ
れ
は
'
戦
費
金
融
を
主
軸
と

し
て
'
財
政
制
度
と
金
融
制
度
'
公
債
市
場
と
金
融
市
場
を
有
機
的
に
連
関
せ
し
め
つ

つ
'
対
内
均
衡
と
対
外
均
衡
と
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
を
つ
-
り
だ
L
t
と
-
に
前
者
に
破

壊
的
作
用
を
及
ぼ
し
な
が
ら
後
者
に
も
対
外
収
支
の
圧
迫
を
通
じ
て
の
為
巷
相
場
の
変

動
'
金
流
出
と
い
う
変
調
を
招
来
さ
せ
た
｡

戦
費
金
融
機
構
は
'
質
的
矛
盾
を
内
包
し
て
い
た
｡

l
皮
'
こ
の
機
構
が
大
規
模
に

機
能
し
は
じ
め
る
や
'

一
方
で
'
対
外
送
金
の
増
大
に
よ
る
支
払
収
支
の
逆
調
か
ら
対

外
為
替
相
場
の
ポ
ン
ド
為
替
の
下
落
へ
そ
れ
に
よ
る
金
の
対
外
流
出
'
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

銀
行
の
金
準
備
の
減
少
に
導
-
と
い
う
矛
盾
'
他
方
で
'
国
内
戦
費
に
充
当
さ
れ
る
不

換
銀
行
券
'
手
形
'
小
切
手
'
政
府
紙
幣

(
一
八

1
0
年
以
後
の

P
aper
M
oney
の

発
行
)
は
､
外
部
か
ら
強
制
的
に
流
通
界
に
お
し
こ
め
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
持
続
的

な
物
価
騰
貴
-
イ
ソ
プ
レ
ー
ン
ヨ
ソ
を
必
然
化
さ
せ
る
｡
紙
券
に
対
す
る
不
信
'
金
価

格
の
騰
貴
'
社
会
的
富
の
偏
在
'
社
会
秩
序
の
混
乱
と
い
う
対
内
均
衡
の
破
壊
を
促
進

す
る
｡
こ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は

一
八
〇
九
年
以
降
'

一
層
大
規
模
に
働
ら
-
0

イ
ン
フ
レ
-
ジ
ョ
ン
は
'

1
八
〇
二
年
の
ア
ミ
ア
ン
平
和
協
定
に
よ
っ
て
1
時
収
束

し
'

一
八
〇
三
年
の
戦
争
再
開
と
共
に
そ
の
発
疹
を
あ
ら
わ
す
｡
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.1
八
〇
二
年
三
月
'
ア
､､､
ア
ン
平
和
条
約
が
締
結
さ
れ
'
イ
ン
､グ
ラ
ン
ド
銀
行
は
'

正
貨
支
払
の
再
開
の
機
運
に
向
い
た
が
'
な
お
不
安
の
憂
慮
も
あ
.っ
た
の
で
'
議
会
は

政
治
的
判
断
か
ら

一
八
〇
三
年
三
月

一
日
ま
で
'
そ
の
制
限
を
延
長
す
る
こ
と
に
決
定

し
た
｡
し
か
･る
に
'
ナ
ポ
レ
オ
ン
と
の
不
和
を
さ
け
る
希
望
が
失
わ
れ
'
政
府
は
'
制

限
を
継
続
す
る
提
案
を
行

っ
た
｡
こ
の
年
の
一
一
月
に
'
政
府
は
長
期
の
戦
争
を
予
想

し
て
決
定
的
な
平
和
条
約
の
締
結
後
'
六
カ
月
ま
で
､
､そ
の
制
限
を
継
続
す
る
こ
と
を

決
議
し
た
｡

注
m

l.
L
,
1
･augh
tin
;
A

New
E
x･p
osition
of
M
oney.
Credit
an
d
P
r
ices.V
ot.

t
P
152-
)
53

は

R
.G
H
a
w
t
rey
‥
T
h
e
G
otd
Stan
d
ard
in

T
h
e
ory
a
nd
P
ractice.V
ot.t

P

62

榊
･
K

n
g,
W

T
C
‥
H
istory
of
the
London
D
iscount
M
arket,)936

藤
沢
正
也
訳

p
-ヾ

川
A
,
A
n
d
re
､a
de
､

s
ibid
P
177

岬
N
orm
an
.1.S
itg
rin
g
;
ibid
P2
2
2
-

2
2
3

P
683-
689

g
マ

ル

ク
ス
『
資
本
論
』
第
三
巻
第

1
部

向
坂
逸
郎
訳

P
639

糾
E
.L
.
H
rg
re
a
v
e
s
T
h
e
N
atio
n
a
l
D
e
b
t
.
P
to
9

脚

W
,
S
Jevons

‥O
n
th
e
V
a
ria
tion
of
P
ric
es
aTtd
th
e
V
a
tu
e
of
C
a
rren
cy
‥

P

t
8

帥

戦
時
財
政
々
策
に
関
し
て
は
､
Stedhien
D
ow
e
tt
｢A

rlistory
of
T
ax
ation
an
d

T
ax
es
in

E
n
g
tan
d
L

V
o
tum
e
I
.
S
m
a
rt
;
T
he

A
nnals
of
N
in
eteen
th

C
en
tu
ry
を
参
照

注

10
次
表
は'
こ
の
時
期
の
為
替
相
場
'
金
価
格
｣
不
換
銀
行
券
の
流
通
高
を
示
し
た
も
の
で

あ
る
｡

(出典) ReportoftheBullionCommitteeMay6,1811.

P｢838｣

穀物の支払代金 1799年 6.8百万ポンド

1801年 8.2百万ポソド

Silbrling;Financialand Monetary Policy

ofGreatBritainduringNapoleonic
Wars.
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Ⅱ

戦
費
金
融
機
構
の
確
立

一
八
〇
三
年
六
月
十
五
日
の
予
算
提
出
の
際
へ
ア
デ
イ
ソ
-
ソ
は
'
長
期
間
の
戦
争

に
'
国
民
が
犠
牲
を
甘
受
す
る
よ
う
に
訴
え
た
｡
こ
の
日
'
議
会
に
提
出
さ
れ
た
予
算

の
内
訳
は
'
第

7
表
の
通
り
で
あ

っ
た
｡
歳
出
は
'
陸
軍
費
'
海
軍
費
'
軍
需
費
'
臨

時
事
件
費
等
の
軍
事
関
係
支
出
で
合
計
二
千
二
百
万
ポ
ン
ド
に
達
し
歳
出
全
体
の
七
五

%
を
占
め
た
.>

こ
れ
に
対
し
て
､
歳
入
は
'
減
債
基
金
の
剰
余
金
の
六
五

〇
万
ポ
ン
ド
'
こ
れ
は
'

歳
入
の
四
六
%
を
占
め
て
い
た
｡
以
下
'
国
庫
証
券
に
よ
る
借
入
れ
金
の
三
〇
〇
万
ポ



第7表 1803-1807年の歳入･歳出の内訳 (単位10万g)

歳 出 合 計 l26.8138.1F47.2E44.4L42.81199.3(100%)

(出典) W.Smart;EconomicAnnalsoftheNlneenth
Century1801-1820.P67.P76-77
P99-100.Pl12-113.P133より作成

( )内は構成比を示す｡

ソ
ド
'
毎
年
度
の
酒
税
'
土
地
税
等
の
二
七
五
万
ポ
ン
ド
等
で
歳
入
総
額
は
'

二

四

一
五
万
ポ
ン
ド
で
あ

っ
た
｡
歳
出
総
額
は
'
二
'
六
八
七
万
八
千
ポ
ン
ド
で
あ

っ
た
こ

と
か
ら
見
れ
ば
'
戦
費
金
融
に
対
し
て
イ
ギ
-
ス
財
政
が
'
い
か
に
圧
迫
を
受
け
て
い

た
か
う
か
が
わ
れ
よ
う
｡

議
会
の
演
説
で
'
ア
デ
イ
ソ
グ
-
ソ
は
'
歳
出
に
対
す
る
歳
入
の
不
足
に
対
し
て
は

所
得
課
税
の
強
化
と
公
債
発
行
に
よ
る
借
入
れ
に
よ

っ
て
補
足
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と

を
強
調
し
て
'
平
和
回
復
後
六
カ
月
以
内
に
停
止
さ
れ
る
特
殊
税
の
.L
t
二
五

〇
万
ポ

ン
ド
の
引
上
げ
を
提
案
し
た
｡

1
七
九
八
年
に
開
始
さ
れ
た
所
得
税
制
度
は
'

一
八

〇

二
年
の
ア
ミ
ア
ン
の
.1
時
的
平
和
に
よ
っ
て
中
断
さ
れ
た
も
の
の
'
こ
こ
に
再
度
採
用

さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
｡

ア
デ
ィ
ソ
ー
ン
の
所
得
税
は
'
大
ま
か
に
い
っ
て
二
つ
の
制
度
か
ら
成
り
立

っ
て
い

た
｡
罪

.I
は
'
レ
エ
デ

ュ
ー
ル

(S
ch
edute
S
ystem
)
制
度
へ
第
二
は
.'
源
泉
徴
収

制
度
で
あ
る
｡

シ
エ
デ

ュ
ー
ル
制
度
は
､
所
得
を
種
々
の
源
泉
に
応
じ
て
分
離
L
t
課

税
す
る
制
度
で

､次
の
よ
う
に

レ
エ
デ

ュ
ー
ル
A
-
E
ま
で
分
類
さ
れ
て
お
り
'
年
所

得
六

〇
ポ
ン
ド
以
下
は
'
免
税
と
さ
れ
て
い
た
｡

シ
エ
デ

ュ
ー
ル
A
l
土
地
地
代
'
家
屋

レ
エ
デ

ュ
ー
ル

B
-
借
地
農
利
潤
'
地
代
の
四
分
の
三

レ
エ
デ

ュ
ー
ル

c
l
国
庫
か
ら
支
払
わ
れ
る
公
債
利
子

レ
エ
デ

ュ
ー
ル

D
I
貿
易
'
商
業
'
そ
の
他
営
業
か
ら
の
収
入

レ
エ
デ

ュ
ー
ル
E
l
官
職
か
ら
の
俸
給
'
年
金

次
に
'
源
泉
徴
収
制
度
は
'
種
々
の
源
泉
か
ら
の
所
得
の
強
制
申
告
に
か
か
わ
る
も

の
で
あ
り
'
次
の
納
税
者
が
'
徴
収
に
あ
た

っ
た
｡

レ
エ
デ

ュ
ー
ル
A
の
土
地
-
借
地
農
'
家
屋
に
つ
い
て
は
借
家
人

レ

エ
デ

ュ
ー
ル
C
の
公
債
利
子
-
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行

レ
エ
デ

ュ
ー
ル
D
の
俸
給

-
俸
給
支
払
者

政
府
の
徴
税
機
関
は
､

1
八
〇
三
年
以
後
整
備
さ
れ
'
中
央
の
徴
税
機
関
と
し
て
直

接
税
委
員
'
所
得
税
の
特
別
委
員
'
所
得
税
巡
回
査
察
官
へ
地
方
の
徴
税
機
関
と
し
て

は
'
地
方
税
務
委
員
が
査
定
官
'
徴
税
吏
を
任
命
'

レ
エ
デ

ユ
T
ル
A
に
あ
た
る
家
屋

税
査
定
官
'
収
税
機
関
と
し
て
'
中
央
に
租
税
収
納
官
へ
都
市
に

一
八
〇
五
年
以
後
'

租
税
収
納
宮
代
理
が
お
か
れ
た
｡
こ
の
よ
う
に
'

一
八
〇
三
年
の
所
得
税
制
度
は
'
亘

央
'
地
方
を
問
わ
ず
'
徴
税
機
構
が
整
備
さ
れ
'
各
種
の
階
層
か
ら
の
所
得
収
奪

を

敏

り)

速
化
'
合
理
化
し

た
｡
戦
費
調
達
を
少
-
と
も
こ
の
租
税
徴
収
機
構
か
ら

一
部
確
保
す

る
こ
と
が
'
ア
デ
ィ
ソ
-
ソ
の
所
得
税
制
度
整
備
の
ね
ら
い
で
'
そ
の
た
め
に
は
'
こ

の
よ
う
に
所
得
収
奪
を
機
能
的
に
L
t
合
理
化
す
る
必
要
性
に
迫
ら
れ
て
い
た
と
も
い
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え
る
わ
け
で
あ
る
｡

ア
デ
ィ
ソ
ー
ン
は
'
加
え
て
'
種
々
の
課
税
強
化
を
行
な

っ
た
｡
関
税
は
'
ア
デ
ィ

ソ
ー
ン
に
よ
っ
て
大
幅
に
強
化
さ
れ
た
.
す
な
わ
ち
へ
砂
糖
税
に
二
〇
%
を
附
加
'
綿

毛
'
茶
'
酒
を
除
-
他
の
物
品
に
対
し
て
は
'

二

一
･
五
%
の
輸
入
税
'
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
輸
出
品
目
に
対
し
て
一
%
の
輸
出
税
'
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
以
外
の
地
域
へ
の
輸
出
品
目
に

対
し
て
三
%
'
綿
花
輸
出
に
対
し
て
は
'

1
ポ
ン
ド
に
つ
き

一
ペ
ン
ス
の
-
ソ
税
を
課

し
た
｡
消
費
税
は

一
五
%
の
附
加
税
'
低
級
の
茶
に
1
五
%
'
高
級
の
茶
に
四
五
%
'

フ
ラ
ン
ス
酒
に
対
し
て
t

T
ガ
ロ
ン
あ
た
り
八
〇
ポ
ン
ド
'
そ
の
他
の
酒
に
つ
い
て
'

一
ガ
ロ
ン
あ
た
り

一
二
ポ
ン
ド
へ
す
べ
て
の
外
国
産
及
び
イ
ギ
リ
ス
の
強
酒
に
五
〇
%

3

が
課
さ
れ
た
.V
,)
れ
ら
の
租
税
強
化
で
'
歳
入
は
,

一
七
九
〇
年
代
の
約
三
倍
の
自
然

増
収
に
の
ぼ
る
｡
す
な
わ
ち
t

l
七
九
三
I
九
七
年
の
期
間
と

一
八
〇
三
-
〇
七
年
の

期
間
の
歳
入
の
各
内
訳
項
目
の
伸
び
率
を
第
2
表
'
第
3
表
か
ら
算
定
す
る
と
t
H
関

税
収
入
-
四
'
九

1
六
万
ポ
ン
ド

(
T
八
〇
三
-

〇

七
年
)

一
七
九
三
I
九
七
年
の
約

二

･
六
倍
'
目
消
費
税
､

ス
タ
ン
プ
税
に
よ
る
収
入

-

一
億
三
'

一
九
七
万
ポ
ン
ド

(
一
八
〇
三
-
〇
七
年
)
前
期
間
の
約
二
･
四
倍
'
臼
土
地
及
び
ア
セ
ス
ド
タ
ッ
ク
ス

に
よ
る
収
入
-
三
t

l
四
九
万
ポ
ン
ド

(
一
八
〇
三
-
〇
七
年
)
前
期
間
の
三
･
四
倍

的
所
得
税
及
び
財
産
税
-
二
､
四
九
九
万
ポ
ン
ド

(
1
八
〇
三
-
〇
七
年
)
前
期
間
の

1
六
倍
t
的
郵
便
税
と
そ
の
他
諸
経
費
-
二
'
五
三
六
万
ポ
ン
ド

(
一
八
〇
三
-
〇
七

年
)
こ
の
間
の
歳
入
予
算
の
総
額
は
前
期
間
の
二
･
七
倍
の
増
収
'
い
ず
れ
も

'
大
体

見
換
停
止
前
の
ニ
ー
三
倍
を
上
回
る
税
収
の
拡
大
が
み
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
｡
と
く
に

1
<
〇
三
-

一
八
〇
七
年
の
歳

入
全
体

で
占
め
る
戦
争
税
が
'
五
五
%
台
に
到
達
し

た
こ
と
を
注
目
し
て
お
き
た
い
｡
こ
こ
に
へ
戦
費
金
融
の
一
部
の
財
源
で
あ
る
戦
争
税

が
'
租
税
収
入
の
五
割
を
占
め
た
こ
と
は
'
戦
時
金
融
に
と
っ
て
租
税
サ
イ
ド
か
ら
の

基
嚢
の
確
立
を
意
味
す
る
｡

次
に
'

一
八
〇
三
年

-
〇
七
年
の
歳
出
予
算
の
総
額
は
'

1
億
九
九
三
〇
〇
万
ポ
ン

ド
で
歳
入
予
算
を
二
倍
近
く
上
回
る
も
の
で
あ

っ
た
｡
こ
の
間
の
歳
出
予
算
の
主
な
内

訳
は
'
第
7
表
か
ら
算
定
す
る
と
陸
軍
費
の
八
'
〇
六
〇
万
五
千
ポ
ン
ド

(四
〇
%
)

海
軍
費
の
六
'
七
三
〇
万
ポ
ン
ド

(
三
四
%
)
'
軍
需
費
の
1
'
八
五
〇
万
ポ
ソ
ド

(九

%
)
'
諸
経
費
の
八
二
〇
万
ポ
ン
ド

(四
%
)
t
等
｡

カ
ッ
コ
内
は
全
体
に
占
め
る
比

率
｡
こ
の
点
か
ら
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
'
歳
出
予
算
全
体
に
占
め
る
軍
事
関
係
支

出

は
'
九
三
%
と
い
う
驚
異
的
な
数
字
に
達
し
'
戦
時
財
政
の
テ
ン
ポ
が
'
こ
の
期
間
に

急
激
な
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
を
我
々
は
確
認
で
き
よ
う
｡
こ
の
期
間
に
'
戦
史
上
有
名

な
-
ラ
フ
ァ
ル
ガ
-
海
戦
'
ウ
ル
ム
戦
役
'
ア
ワ
ス
チ
ル
リ
ッ
ツ
の
戦
い
'
イ
エ
ナ
の

戦
い
が
'
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
諸
国
で
展
開
さ
れ
た
｡

総
額

一
億
八
㌧
五
六
〇
万
ポ
ン
ド
に
及
ぶ
巨
額
な
戦
費
支
出
は
'
歳
入
と
歳
出
の
ギ

ャ
ッ
プ
を

一
層
拡
大
し
'
そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
'
こ
の
間
に
約
七
'
三
二
〇
万
ポ
ン
ド
に

及
ん
だ
｡
こ
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
'
当
然
'
公
債
発
行
に
よ
る
借
入
金
に
依
存
せ
ざ
る
を
え

な
い
｡
イ
ギ
リ
ス
国
家
財
政
の
戦
費
支
出
の
拡
大
は
'
公
債
発
行
依
存
型
の
経
費
膨
張

傾
向
を
こ
の
間
に
創
出
し
た
の
で
あ

っ
た
｡

公
債
発
行
高
は
'

一
八
〇
二
年
の
ア
ミ
ア
ン
休
戦
を
契
機
に
急
激
に
減
少
し
'

一
八

〇
四
年
に
底
を
記
録
し
た
の
ち
t
L
ば
ら
-
小
康
状
態
を
つ
づ
け
'

一
八
〇
六
年
以
降

再
び
累
積
的
に
増
加
し
た
｡
第
8
表
か
ら
'
そ
の
傾
向
線
は
'
短
期
公
債
の
長
期
公
債

へ
の
借
換
え
で
漸
次
に
上
昇
傾
向
を
た
ど

っ
て
い
る
｡
こ
の
間
の
公
債
発
行
総
額
は
'

三
億
二
'
二
〇
〇
万
ポ
ン
ド
で
あ
っ
た
｡
歳
入
と
歳
出
ギ
ャ
ッ
プ
の
八
'
五
〇
六
万
七

千
ポ
ン
ド
を
大
幅
に
上
回
る
公
債
発
行
が
'
行
な
わ
れ
た
こ
と
に
な
る
｡
こ
れ
は
'
歳

出
予
算
の
ワ
ク
以
外
に
'

一
億
二
㌧
二
七
〇
万
ポ
ン
ド
の
公
債
が
'
発
行
さ
れ
た
こ
と

に
な
る
｡

こ
の
公
債
発
行
高
の
内
∵
多
額
の
公
債
が
'
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
に
引
受
け
ら
れ
九
o
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第8表 一公債発行高とイングランド銀行政府証券保有高-

(単位10万ポソ

イングランド銀行
政府敢券保有高

国庫証券
発 行 高

短期公債
発 行 .高年 度 l裏腎 射

10.2
ll.1
10.5
13.8

9
9
4
8
2

3
3
1
4
4

1
1
1
1
1

0
6
4
9
7

26
公
16
18
1

0
6
4
9
7

6
3
6
8
8

2
2
1
1
1

5
1
1
0
2

20
嘘
26
12
1

5
4
6
0
8

4
3
4
5
5

7
9
5
1
1

27
30
34
45
36

7
9
5
1
1

27
30
34
45
36

3
1
5
2
6

5
0
5
8
0

2
2
1
1
3

5
6
3
3
9

9
1
5
9
5

1
2
2
2
2

7
2
8
2
3

7
1
5
4
2

3
4
4
5
5

7
2
8
2
3

7
1
5
4
2

3
4
4
5
5

9
8
4
1
6

29
30
助
51
3

11
12
13
M
15

8
8
8
8
8

1
1
1
1
1
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(d) 1月5日末四半期の数字

(e) 1月5日末の年度の数字

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
は
'
こ
れ
ら
政
府
証
券
保
有
高
を
基
礎
に
'
政
府
に
対
し
て
前
賃

を
行
な
う
｡
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
の
政
府
証
券
保
有
高
は
'
第
8
表
に
よ
れ
ば
'

一
八

〇
三
年
'

二

二
二
七
万
ポ
ン
ド
'

1
八
〇
四
年
､

'L
t
四
八
三
万
ポ
ン
ド
'

一
八
〇

五
年
'

'L
.四
一
五
ポ
ン
ド
'

一
八
〇
六
年
へ

一
､
四
四
九
万
ポ
ン
ド
t

.i
八
〇
七
年

1
'
三
四
三
万
ポ
ン
ド
'

一
八
〇
三
-
〇
七
年
の
イ
ン
グ
ヲ
ソ
ド
銀
行
政
府
証
券
保
有

高
は
'
約
七
'
八
二
九
万
ポ
ン
ド
で
あ

っ
た
｡
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
の
公
債
引
受
比
率

は
'
短
期
公
債
が
'
ほ
と
ん
ど
償
還
さ
れ
'
長
期
公
債
に
借
換
え
操
作
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
'
長
期
公
債
保
有
に
限
定
し
て
考
慮
す
れ
ば
'
こ
の
間
に
八

一
%
を
占
め
へ
残

余
の
1
九
%
が
ロ
ン
ド
ン
金
融
市
場
と
地
方
銀
行
等
に
吸
収
さ
れ
た
｡

一
八
〇
三
年
以
後
'
イ
ソ
フ
レ
ー
の
影
響
で
公
債
は
減
価
し
､
そ
れ
に
と
も
な

っ
て

発
行
価
格
も
急
落
し
た
｡
そ
し
て
'
こ
れ
ら
公
債
を
主
と
し
て
吸
収
し
た
の
が
'
他
な

ら
ぬ
ロ
ン
ド
ン
の
個
人
銀
行
で
あ
り
'
地
方
銀
行
で
'
彼
等
が
公
債
を
流
動
資
産
と
し

て
投
資
し
た
わ
け
で
あ
る
｡
そ
れ
は
と
も
か
-
'
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
が
'
最
も
大
口

の
公
債
引
受
先
で
あ
り
'
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
が
'
戦
費
金
融
で
果
し
た
役
割
は
絶
大

で
あ

っ
た
｡

す
な
わ
ち
'
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
は
'
こ
れ
ら
政
府
証
券
を
基
礎
に
'
政
府
に
対
し

て
多
額
な
前
賃
を
行
な

っ
た
の
で
あ
り
'
戦
費
金
融
を
つ
け
た
の
で
あ
る
｡

イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
銀
行
の
政
府
前
貸
高
は
'
第
5
表
の
構
成
か
ら
う
か
が
わ
れ
る
よ
う

に
'

一
八
〇
四
年
か
ら
増
大
し
は
じ
め
'
そ
の
前
賃
は
'
対
外
送
金
に
充
当
さ
れ
る
よ

り
も
む
し
ろ
国
内
向
け
に
充
当
さ
れ
た
｡

1
八
〇
三
1
〇
七
年
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行

の
政
府
前
貸
を
対
外
送
金
と
国
内
戦
費
充
当
と
の
比
率
を
出
す
と
'
政
府
前
貸
高
に
占

め
る
対
外
送
金
の
比
率
が
'

〓
ハ
%
で
あ
る
の
に
対
し
て
'
後
者
は
'
八
四
%
と
圧
倒

的
に
高
い
｡
こ
の
政
府
前
貸
ほ
'
国
内
軍
需
業
者
の
支
払
に
ほ
と
ん
ど
充
て
ら
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
.
と
い
う
の
は
'
イ
ギ
-
ス
国
内
の
軍
隊
の
維
持
費
は
'
政
府
予
算
に
よ

っ
て
保
証
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
｡

一
八
〇
三
年
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
再
開
後
の
戦
費
金
融
は
'
イ
ギ
リ
ス
国
内
の
軍
需

に
向
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
.

1
八
〇
三
-
〇
七
年
の
間
に
'
政
府
が
'
国
内
軍
需
受
注

先
に
支
払

っ
た
額
は
'
通
算
し
て

一
億

二

二
〇
〇
万
三
千
ポ
ン
ド
で
'
こ
れ
は
'
疏

通
の
外
部
か
ら
強
制
通
用
力
を
国
家
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
｡
当
時
'
頭

の
先
か
ら
つ
め
の
先
ま
で
綿
製
品
､
鉄
製
品
で
武
装
し
た
イ
ギ
-
ス
軍
隊
は
'
綿
工
業
'

鉄
工
業
等
の
重
要
な
需
要
の
源
泉
で
あ

っ
た
｡
か
か
る
不
生
産
的
需
要
は
'
軍
需
物
資

の
価
格
上
昇
を
促
し
た
｡
箪
9
表
は
'
軍
需
物
資
の
主
な
品
目
の
価
格
上
昇
と
銑
鉄
の

23



経
済
指
標
を
示
し
た
も
9
.で
あ
る
｡

1
八
〇
六
年
に
は
'
三
つ
9
大
製
鉄
所
が
,
サ
ウ

ス
ヴ
ェ
ー
ル
ス
で
な
rB
め
も
れ
た
と
小
わ
れ
て
い
る
｡
-
ク
ッ
ク
は
'
こ
の
点
に
つ
き

第9表 一軍需物資の主な価格-

(出典).GayerRostowSchwartg;TheGrowth.andFlactuation

BritishEconomy..1790-1850.Vol.1 P66.

AlanBirch;TheEconomicHistoryof,theBritishIron

andSteelindustry1784-1879P.18

『
陸
海
軍
の
必
需
品
価
格
を
除
い
て
､
食
糧
や
他
の
多
く
の
主
要
商
品
価
格
は
,
平
時

の
一
八
〇
二
年
よ
り
も
大
規
模
な
戦
争
の
た
め
'
政
府
が
,
多
大
な
借
入
れ
を
行
な

っ

た

l
八
〇
三
年
に
お
い
て
低
い
水
準
に
あ

っ
た
と
の
べ
'
暗
に
軍
曹

蒜

格
が
先
行
し

▲丁

て
騰
貴
し
た
こ
と
せ
認
め
て
い
る
予

感
費
金
融
機
構
は
'
戦
争
再
開
後
の
戦
時
財
政
の
経
費
膨
張
と
そ
れ
に
よ
る
公
債
発

行
を
貢
冊
と
し
て
'
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
と
国
庫
と
の
諸
勘
定
を
中
軸
に
展
開
さ
れ
た

対
外
送
金
と
国
内
前
賃
を
通
じ
て
へ
ま
た
へ
政
府
の
公
債
発
行
に
よ
っ
て
'
ロ
ン
ド
ン

金
融
市
場
'
地
方
銀
行
等
の
遊
休
資
金
が
'
国
庫
に
集
中
化
さ
れ
'
他
方
､
公
債
が
'

地
方
銀
行
'
ロ
ン
ド
ン
金
融
市
場
に
吸
収
さ
れ
'
流
動
資
産
と
し
て
保
有
さ
れ
る
に
到

っ
た
｡
こ
の
点
を
プ
レ
ス
ネ
ル
が

『
産
業
革
命
期
の
地
方
銀
行
』
C
ountry
B

qnking

in

th･
e

in

du
st
r
ia
t
R
e
v
o
tu
ti.
n

で
引
用
し
て
い
る
農

業

地
方

の
地
方
銀
行

(
B
a
r
n
a
r
d

C
o

o
f

B
e
d
f
o
r
d
)

の

B
a
t
a
n
c

eム
h
eets

か
ら
う
か
が
う
と
'
次
の

ご
と
く
で
あ
る
｡

こ
こ
で
は
'

政
府
証
券
が
'

流
動
資
産
と
し
て
'

一
八
〇
二
年
か
ら

1
八
〇
九
年
ま
で
七
'
七
三
六
ポ
ン
ド
投
資
さ
れ
て
い
た
が
へ
イ
ソ

フ

レ
ー
シ
ョ
ン
の

激
化
し
た

1
八

1
0
年
以
後
に
は
'
二
万
四
二
三
六
ボ
ン
守
と
急
増
し

､
ほ
ぼ
そ
れ
と

対
応
し
て
'
銀
行
券
発
行
が
二

八
〇
六
年
の
三
万
八
'
四
四
五
ポ
ン
ド
か
ら

.L
<

1

0
年
の
六
万
四
'
七
六
〇
ポ
ン
ド
と
二
倍
近
-
増
大
し
て
い
る
｡
こ
の
よ
う
に
'
公
債

5

は
'
銀
行
券
発
行
の
第
三
線
流
動
性
準
備
と
し
て
保
有
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
も

1

戦
費
金
融
の
大
規
模
な
発
動
は
,

一
八

一
〇
年
代
の
イ
ソ
フ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
克
進
の

2

時
期
に
霊

の
ピ
ー
ク
に
到
達
し
た
｡
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